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準天頂衛星による
通信・放送・測位複合のメリット
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■測位及び移動体向け通信・放送への課題・ニーズと対応策

（１）現状GPS利用上の課題

a.都市部･山間部でGPS衛星が4機見えない
ことがある。

b.測位精度は10m前後である。新たな
利用展開には、1m以上が必要

（２）移動体ﾕｰｻﾞの基本的なﾆｰｽﾞ

a.安定的な各種情報のｱｸｾｽ環境

b.高精度位置・時刻情報

課題・ニーズ 対応策

高仰角からの測位ﾃﾞｰﾀ配信機能

高精度測位補正ﾃﾞｰﾀの配信機能

通信･放送･測位ｻｰﾋﾞｽの複合化

独自の地域測位ｼｽﾃﾑの段階的な構築も
可能とする通信・放送・測位複合ｻｰﾋﾞｽ型

準天頂衛星ｼｽﾃﾑ

独自の地域測位ｼｽﾃﾑの段階的な構築も
可能とする通信・放送・測位複合ｻｰﾋﾞｽ型

準天頂衛星ｼｽﾃﾑ

高仰角からの通信・
放送機能
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■システム概算コスト

個別整備に対し、大幅に低減可能。

■通信・放送・測位複合化の効果

通信･放送･測位複合による位置・速度・時間情報、マルチメディア情報を一括利用する
ことで実現できるワンストップサービス。
（例：自動車二次事故防止、緊急通報・遭難救助、位置時刻認証、ｅｔｃ）

通信・放送・測位複合

（準天頂衛星） （通信・放送衛星） （測位衛星） 計

（軌道上運用） 3機 3機 3機 6機

（地上予備） 1機 1機 1機 2機

1,700億円 1,200億円 1,200億円 2,400億円

衛星構成

システム概算コスト

個別ミッション単独


